
き
な
が
ら
働
き
方
改
革
を
進
め
て
い
く
。

（
教
育
長
）

 　
　

Ｂ
Ｒ
Ｔ
関
係
の
平
成
30
年
度
予
算

案
は
、
暫
定
整
備
を
取
り
繕
う
た
め
に
、

さ
ら
に
お
金
を
掛
け
る
も
の
で
あ
る
。

財
政
難
に
あ
り
な
が
ら
専
用
走
行
路
を

造
り
、
連
節
バ
ス
を
も
う
４
台
購
入
し
、

新
潟
駅
南
口
方
面
に
広
げ
て
い
く
と
い

う
Ｂ
Ｒ
Ｔ
計
画
を
推
進
し
て
い
く
の
か
。

　
　

新
潟
駅
南
北
の
バ
ス
路
線
の
一
体

化
な
ど
基
幹
公
共
交
通
軸
を
段
階
的
に

整
備
し
、
さ
ら
に
全
市
的
な
公
共
交
通

環
境
改
善
の
継
続
で
誰
も
が
移
動
し
や

す
い
公
共
交
通
体
系
の
構
築
を
目
指
す
。

外
郭
団
体
の
在
り
方
と

　

水
道
事
業
と
下
水
道
事
業
の
統
合

高
橋　

三
義

（
新
市
民
ク
ラ
ブ
）

 　
　

以
前
か
ら
外
郭
団
体
は
な
く
す
べ

き
と
提
案
し
て
い
る
が
、
一
向
に
進
ま

な
い
。
外
郭
団
体
に
つ
い
て
は
、
10
年

前
か
ら
公
認
会
計
士
な
ど
の
外
部
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
か
ら
の
専
門
的
な
見
地
を
踏

ま
え
た
総
合
評
価
に
取
り
組
ん
で
い
る

が
、
な
ぜ
進
ま
な
い
の
か
。

　
　

総
合
評
価
を
開
始
後
、
合
計
38
人

の
市
職
員
の
引
き
揚
げ
を
実
施
し
、
財

政
面
で
は
、
収
支
状
況
が
改
善
し
成
果

が
出
て
い
る
団
体
も
あ
る
。
今
後
も
一

層
の
経
営
改
善
に
努
め
て
い
く
。

 　
　

水
道
お
よ
び
下
水
道
事
業
で
は
、

水
道
料
金
と
下
水
道
使
用
料
は
同
時
に

収
納
し
て
い
る
が
、
配
管
の
管
理
図
面

や
工
事
は
別
々
で
非
効
率
で
あ
る
。
業

務
効
率
化
を
図
り
、
料
金
や
使
用
料
の

値
上
げ
対
策
を
含
め
持
続
可
能
な
事
業

を
続
け
る
た
め
に
は
統
合
が
必
要
で
は
。

　
　

管
路
敷
設
や
移
設
時
に
は
十
分
な

事
前
協
議
を
す
る
な
ど
効
率
化
を
図
っ

て
い
る
が
、
組
織
統
合
に
よ
る
効
果
や

課
題
な
ど
は
今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
。

ん
で
い
る
。
本
市
も
引
き
続
き
渋
滞
緩

和
に
向
け
た
対
策
に
つ
い
て
、
道
路
管

理
者
や
交
通
管
理
者
と
協
議
を
進
め
る
。

 　
　

新
潟
交
通
の
バ
ス
運
転
手
不
足
か

ら
、
区
バ
ス
な
ど
地
域
の
バ
ス
運
行
が

危
ぶ
ま
れ
る
た
め
、
バ
ス
の
自
動
運
転

な
ど
の
公
共
交
通
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

早
急
に
研
究
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

交
通
政
策
な
ど
に
寄
与
す
る
自
動

運
転
技
術
の
活
用
は
有
効
で
あ
る
た
め
、

技
術
開
発
な
ど
も
注
視
し
実
証
実
験
を

含
め
導
入
の
可
能
性
を
模
索
し
て
い
く
。

ビ
ー
チ
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
地
域
活
性
化
と

　

中
央
区
・
東
区
の
再
編
お
よ
び
総
合
区
導
入

荒
井　

宏
幸

（
保
守
市
民
ク
ラ
ブ
）

 　
　

本
市
の
美
し
い
砂
浜
海
岸
は
交
通

ア
ク
セ
ス
も
良
く
、
中
心
市
街
地
か
ら

も
近
い
。
こ
こ
で
ビ
ー
チ
ス
ポ
ー
ツ
の

施
設
整
備
を
行
う
こ
と
に
よ
り
大
会
や

合
宿
を
誘
致
で
き
れ
ば
交
流
人
口
の
拡

　
　

子
ど
も
た
ち
の
抱
え
る
課
題
が
、

年
々
、
多
様
化
・
複
雑
化
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
の
配
置
拡
充
を
検
討
し
て
い
く
。

（
教
育
長
）

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）と

　

多
目
的
ト
イ
レ
へ
の
多
目
的
シ
ー
ト
の
整
備

松
下　

和
子

（
新
潟
市
公
明
党
）

 　
　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成
に
向
け
、
政
府

が
策
定
し
た
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
２
０

１
８
を
踏
ま
え
「
安
心
政
令
市
に
い
が

た
」
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

す
中
で
、
民
間
企
業
な
ど
と
連
携
し
て

推
進
、
啓
発
に
取
り
組
む
べ
き
で
は
。

　
　

政
府
と
本
市
の
取
り
組
み
の
方
向

性
は
一
致
し
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

各
種
計
画
の
取
り
組
み
を
着
実
に
推
進

す
る
こ
と
が
民
間
企
業
な
ど
と
連
携
し

た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
の
取
り
組
み
で
あ
り
、

今
後
も
理
念
の
周
知
や
啓
発
を
図
る
。

 　
　

誘
客
促
進
に
向
け
さ
ま
ざ
ま
な
施

策
が
図
ら
れ
る
中
、
多
様
な
人
が
使
い

や
す
い
ト
イ
レ
の
整
備
は
重
要
で
あ
る
。

多
目
的
ト
イ
レ
は
普
及
し
て
き
た
が
、

大
人
用
ベ
ッ
ド
の
多
目
的
シ
ー
ト
の
設

置
は
少
な
い
た
め
、
こ
れ
か
ら
造
る
文

化
観
光
施
設
の
多
目
的
ト
イ
レ
に
は
多

目
的
シ
ー
ト
を
設
置
す
べ
き
で
は
。

　
　

誰
も
が
安
心
し
て
利
用
で
き
る
よ

う
、
多
目
的
シ
ー
ト
な
ど
の
設
置
を
検

討
し
て
い
く
。

大
雪
対
応
か
ら
見
た
本
市
の
課
題
と

　

寒
波
対
応
か
ら
見
た
水
道
事
業
の
課
題

平　

あ
や
子

（
日
本
共
産
党
新
潟
市
議
会
議
員
団
）

 　
　

本
年
１
月
の
大
雪
で
は
市
民
生
活

に
大
き
な
支
障
が
生
じ
た
。
大
雪
時
の

市
民
生
活
を
守
る
た
め
、
除
雪
が
困
難

▼ 

一
般
質
問
者
は
24
人
で
す
。
質
問
項
目

は
主
な
も
の
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

▼ 
 

の
末
尾
に
か
っ
こ
書
き
の
記
載
が

な
い
答
弁
は
全
て
市
長
答
弁
で
す
。

郊
外
バ
ス
路
線
の
遅
延
と

　

自
動
運
転
を
利
用
し
た
バ
ス
運
行

小
野　

清
一
郎

（
保
守
市
民
ク
ラ
ブ
）

 　
　

新
バ
ス
シ
ス
テ
ム
と
し
て
Ｂ
Ｒ
Ｔ

を
導
入
し
た
経
緯
の
説
明
で
は
、
郊
外

バ
ス
路
線
の
維
持
・
拡
充
を
図
る
と
と

も
に
、
遅
れ
が
常
態
化
し
て
い
た
開
業

前
の
運
行
水
準
か
ら
、
よ
り
定
時
性
を

重
視
す
る
提
案
を
新
潟
交
通
に
す
る
と

し
て
い
た
。
し
か
し
郊
外
バ
ス
路
線
は

渋
滞
な
ど
で
遅
延
状
態
に
な
っ
て
い
る

よ
う
で
あ
る
が
対
策
は
あ
る
の
か
。

　
　

新
潟
交
通
で
は
運
賃
精
算
時
間
の

短
縮
や
運
転
技
術
向
上
な
ど
に
取
り
組

大
に
つ
な
が
る
。
競
技
場
な
ど
の
建
設

に
比
べ
、
低
予
算
で
地
域
活
性
化
に
貢

献
で
き
る
と
思
わ
れ
る
が
見
解
を
伺
う
。

　
　

今
後
の
施
設
整
備
に
つ
い
て
は
、

土
地
管
理
者
と
の
調
整
や
、
気
象
条
件

に
よ
り
使
用
で
き
る
期
間
が
限
定
さ
れ

る
な
ど
の
課
題
に
関
し
て
、
先
進
都
市

の
事
例
な
ど
を
参
考
に
研
究
し
て
い
く
。

 　
　

本
市
で
は
拠
点
性
の
向
上
に
資
す

る
と
い
う
観
点
か
ら
中
央
区
と
東
区
の

再
編
お
よ
び
総
合
区
の
導
入
を
研
究
し

て
い
る
。
十
二
分
な
議
論
が
必
要
で
あ

る
が
、
両
区
を
一
つ
に
し
た
場
合
、
経

費
面
で
ど
の
よ
う
な
効
果
が
あ
る
の
か
。

　
　

一
般
的
に
は
、
庁
舎
や
シ
ス
テ
ム

の
改
修
費
が
必
要
に
な
る
一
方
、
人
件

費
や
庁
舎
管
理
費
な
ど
の
削
減
が
見
込

ま
れ
る
。

一
体
的
な
就
労
支
援
と

　

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
拡
充

志
賀　

泰
雄

（
新
潟
市
公
明
党
）

 　
　

就
労
支
援
窓
口
の
サ
ポ
ス
テ
、
こ

あ
サ
ポ
ー
ト
、
ワ
ー
ク
ポ
ー
ト
な
ど
は
、

い
ず
れ
も
所
管
部
署
が
異
な
る
。
就
労

と
い
う
出
口
か
ら
考
え
、
一
体
的
に
取

り
組
む
こ
と
で
働
き
手
の
増
加
も
可
能

と
考
え
る
が
、
就
労
支
援
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
つ
な
げ
、
包
括
的
役
割
を
担

う
無
料
職
業
紹
介
所
を
設
置
し
て
は
。

　
　

各
機
関
に
お
い
て
効
果
が
見
ら
れ
、

就
労
支
援
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
十
分
機

能
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
連

携
を
深
め
つ
つ
、
他
都
市
の
取
り
組
み

事
例
な
ど
を
研
究
し
て
い
く
。

 　
　

家
庭
環
境
の
問
題
や
不
登
校
の
対

応
の
中
で
貧
困
問
題
が
隠
れ
て
い
る
場

合
が
あ
り
、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
は
重
要
な
役
割
を
担
う
。
政
令

市
中
最
も
低
い
本
市
の
配
置
率
を
是
正

す
る
た
め
、
配
置
を
拡
充
す
べ
き
で
は
。

な
高
齢
者
一
人
世
帯
な
ど
の
市
民
向
け

相
談
窓
口
を
各
区
役
所
に
早
期
開
設
す

る
よ
う
、
本
庁
が
主
導
す
べ
き
で
は
。

近年まれにみる大雪
となった１月（西区）

　
　

相
談
窓
口
の
開
設
は
区
ご
と
で
判

断
し
て
い
る
が
、
今
後
、
寄
せ
ら
れ
た

相
談
内
容
や
各
区
で
の
対
応
状
況
な
ど

を
検
証
し
、
来
シ
ー
ズ
ン
以
降
の
大
雪

対
応
に
生
か
し
て
い
き
た
い
。

 　
　

水
道
局
で
は
職
員
削
減
と
民
間
へ

の
業
務
委
託
の
拡
大
を
進
め
て
き
た
が
、

寒
波
に
よ
る
西
蒲
区
の
断
水
は
コ
ス
ト

論
優
先
の
弊
害
で
は
な
い
か
。
市
民
生

活
に
欠
か
せ
な
い
水
道
を
守
る
た
め
、

公
営
水
道
事
業
を
持
続
的
に
維
持
管
理

で
き
、
大
規
模
災
害
に
も
対
応
で
き
る

よ
う
人
員
体
制
を
見
直
す
べ
き
で
は
。

　
　

限
ら
れ
た
人
的
資
源
を
効
果
的
に

活
用
す
る
こ
と
を
念
頭
に
、
他
の
事
業

体
の
協
力
を
得
る
こ
と
で
、
現
状
の
人

員
体
制
で
対
応
可
能
と
判
断
し
て
い
る
。

（
水
道
事
業
管
理
者
）

働
き
方
改
革
の
た
め
の
教
員
確
保
と

　

財
政
難
の
下
で
の
Ｂ
Ｒ
Ｔ
計
画
は

五
十
嵐　

完
二

（
日
本
共
産
党
新
潟
市
議
会
議
員
団
）

 　
　

中
教
審
の
学
校
に
お
け
る
働
き
方

改
革
特
別
部
会
の
中
間
ま
と
め
は
業
務

量
削
減
に
集
中
し
、
こ
の
ま
ま
で
あ
れ

ば
教
員
増
は
本
格
的
に
審
議
さ
れ
ず
に

終
わ
る
。
子
ど
も
の
教
育
、
教
員
の
働

き
方
改
革
、
長
時
間
労
働
是
正
の
た
め
、

市
単
独
で
教
員
確
保
を
検
討
し
て
は
。

　
　

平
成
29
年
度
末
ま
で
に
第
２
次
多

忙
化
解
消
行
動
計
画
を
策
定
し
、
保
護

者
や
地
域
の
方
々
な
ど
の
ご
理
解
を
頂

（
続
い
て
４
面
に
掲
載
）

　
　

県
民
・
市
民
の
理
解
と
安
心
・
安

全
が
第
一
と
考
え
て
お
り
、
国
に
対
し

て
引
き
続
き
安
全
な
廃
炉
プ
ロ
セ
ス
の

確
立
を
要
望
す
る
と
と
も
に
、
機
会
を

捉
え
て
知
事
や
立
地
自
治
体
の
首
長
と

意
見
交
換
を
し
て
い
き
た
い
。

 　
　

就
学
援
助
は
低
所
得
世
帯
の
子
ど

も
た
ち
の
学
校
生
活
の
根
幹
を
支
え
る

も
の
で
あ
る
が
、
教
育
委
員
会
は
今
回

そ
の
基
準
を
引
き
下
げ
よ
う
と
し
て
い

る
。
こ
れ
は
子
ど
も
の
貧
困
対
策
に
逆

行
す
る
も
の
で
は
な
い
か
。

　
　

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
制
度
の

継
続
性
を
確
保
す
る
た
め
に
は
基
準
の

見
直
し
は
や
む
を
得
な
い
と
判
断
し
た
。

子
ど
も
の
貧
困
対
策
は
全
市
的
に
取
り

組
む
べ
き
課
題
で
あ
る
た
め
、
果
た
す

べ
き
役
割
を
し
っ
か
り
認
識
し
た
上
で

取
り
組
ん
で
い
く
。
（
教
育
長
）

柏
崎
刈
羽
原
発
の
廃
炉
と

 

就
学
援
助
の
基
準
引
き
下
げ

 　
　

私
た
ち
は
市
長
の
提
起
す
る
柏
崎

刈
羽
原
発
の
廃
炉
を
強
く
支
持
し
て
い

る
。
本
市
は
国
に
対
し
安
全
な
廃
炉
プ

ロ
セ
ス
の
確
立
な
ど
を
求
め
て
い
る
が
、

そ
れ
を
実
現
す
る
に
は
知
事
や
立
地
自

治
体
の
首
長
と
連
携
し
、
よ
り
強
い

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
。

市民ネット
にいがた
青木　学

一
般
質
問
の
要
旨

にいがた市議会だより3 平成30年（2018年）４月22日
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